
6月24・25日

　　　　　　　　　　を中野支店､育苗センターで行いま
した｡次回は下記の日程で行いますので､是非ご参加下
さい｡

　平成20年度JA安芸管内では、米の需要量に関する情報が1740.72㌧で水田面積に換算
すると344haになります｡(平成19年度の生産確定数量の面積は308.723ha｡)
　平成20年度水稲種籾の販売実績は支店窓口で2,284kg販売しました。また､ＪＡ安芸育
苗センターで苗生産に使用した種籾は3,675.6kgでした。管内の種子更新率は､平成19年
度の生産確定数量の面積を基準にすると48.26%になります。
平成20年度JA安芸育苗センターでは19,367箱の水稲苗の販売を行いました。10ａ当たり
20箱で面積に換算すると96.8haになります。管内で育苗センターの苗で作付けされた水
田の割合は、平成19年度の生産確定数量の面積を基準にすると31.35%になります。
 平成19年度JA安芸へ米を出荷された農家は271戸で、米の集荷量は7,083袋/30kgでし
た。10a当たり502kgの収量(平成19年度面積換算)で平成19年度の生産確定数量を基準に
して集荷した割合を示すと13.7%になります。

6月16日より10会場で稲作講習会を行い延べ128名の
方にご参加頂きました。出穂までの肥培管理や水管
理､中期・後期除草剤や新規農薬のイモチエースス
タークル粒剤の散布方法などを中心に講習を行いま
した。気温上昇とともに､各地で赤枯症の発生等の問
い合わせが多くあり､間断かんがいを徹底するように
指導致しました｡

項　　　　　　　　目 数　　　　　　　　量
平成１９年度需要量に関する情報 １６７３.４０４㌧　　３４３.６４７ｈａ
平成１９年度生産確定数量 １５５１.３７３㌧　　３０８.７２３ｈａ
平成１９年度ＪＡ安芸が集荷した米の量 ２１２.４９㌧
平成２０年度需要量に関する情報 １７４０.７２㌧　　　　　３４４ｈａ
種籾　支店窓口販売量 ２,２８４ｋｇ

種籾　育苗センター使用分 ３,６７５.６ｋｇ
平成２０年度水稲を作付けた農家数 １,４７２戸

ＪＡ安芸へ米を出荷される農家数 ２７１戸

米の集荷数 ７,０８３袋

こだわり米集荷量
ヒノヒカリ　１,５７０袋
コシヒカリ　　　８５４袋

*需要量に関する情報――――生産調整に協力して目標とする米の生産数量
*生産確定数量―――――――実際に生産された米の生産数量

　今年も各地区13箇所で肥料5種類、農薬19種類を効果､価
格､利便性､現在の肥料､農薬との比較を行っています。Ａ4サ
イズの札を立てておりますので見かけたら様子をご覧頂きた
いと思います。また､検討した結果を今後の栽培技術に取り
入れて行きます。

　7月2日に瀬野川農事
研究会の中野野菜生産
者会・上瀬野そ菜組合
でJA三次きんさい館と
出荷農家の圃場を視察
しました。
　担当者の説明では各
農家とも非常に多くの
種類を出荷されておら
れ､特に多い家では年間
で130品目出荷された方
もいらっしゃるとの事
でした。

　7月4日に生産者宅に
て市場担当者立会いの
もと出荷目合わせを行
いました｡今年は播種が
遅れたため出荷開始が
昨年より10日程度遅く
なりました。また､6月
に曇りが続き蕾がとぶ
などがありましたが､昨
年同様､市場では高値で
取引されています。こ
れから8月上旬頃まで出
荷があります｡

　阿戸･上瀬野地区で市場
出荷用の枝豆を約10a栽培
されており､早い作型では
出荷が近づいたので､7月3
日に上瀬野支店で市場関係
者立会いのもと出荷目合わ
せを行いました。茶豆風味
で食味が良い｢湯あがり娘｣
という品種を栽培してお
り､7月23日より盆までの出
荷予定です。

枝　豆

６月30日　熊野地区活菜
倶楽部講習会を萩原支店
で行いました。これから
播く有望品種紹介や育苗
について話を行いまし
た。また､井谷種苗園より
種子注文､資材紹介があり
ました。
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　肥料の価格が高騰する中
いろいろな肥料を検討され
ておられると思います｡この
たびジワジワと60日間ぐら
い肥効がつづく｢アジプラス
181号｣と｢園芸黒化成｣の試
供品をそれぞれ6袋(20kg袋)
用意しました｡試作しようと
思われる方はＪＡ安芸営農
指導センター(082-822-
0104)へ8月10日までに申込
下さい｡ご応募が多い場合は
抽選致します｡当選された方
には営農指導センターより
ご連絡致します｡使用後､感
想と栽培履歴を提出してい
ただきます｡　(同封のパン
フレットをご覧下さい｡)JA三次きんさい館 農家圃場

6月18日　ススキグループ(瀬野川農事
研究会)で丹波黒豆の植付け方法や、
果菜類の整枝方法などの講習会を瀬野
福祉センターで行いました。
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場


